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 薬物依存で使われる薬物とは、覚せい剤、MDMA、大麻、シンナーなどであるが、実際は別称で出回っている。 

覚せい剤（スピード、ビーンズ、ベンツ、クリスタル、エスなど）、MDMA（エクスタシー、バツ、エックスなど）、

大麻（チョコ、ハッパなど）、シンナー（純トロ）と、数えきれないぐらいの別称で出回っている。 

その理由は簡単である。暴力団組織の資金源になっており、親近感のある名称で大量にさばかれているのである。

多く稼ぐには、多く売る。多く売るためには、多くの人に薬物を使わせないといけない。 

しかし、彼らの組織にとって肝心なのは、とにかく最初に薬物の使用体験をさせることである。気軽に薬物を体験

させる場を作ることである。 

そこには暴力団組織のイメージは全くなく、イケメンの優しいお兄ちゃんや 

お姉ちゃんたちが、とても親切に接してくれて、無料で体験する機会を提供して 

くれるのである。ここに恐ろしさがある。 

一度、体験すると、その後は自ずと薬を求めて来るようになるのである。何故か？ 

 薬物は一度試すと、その快感、衝撃感が快記憶として脳の海馬に刷り込まれる。この脳に刷り込まれた記憶デー

タは決して消し去ることはできない。一度経験された快感や衝撃感は必ず再度体験したいという欲求を呼び起こす

のである。これは動物の本能であり、なくすことはできない。この欲求を押さえるためには、常にその欲求以上の

制御心が備わっていないと、欲求が上回ることになる。これはちょっとした状況の変化で簡単に起きる。環境や食

事・睡眠、疲れ、体調、心境の変化で、欲求がすっと頭をもたげるのである。これがフラッシュバックである。 

その時、薬物を再体験すると、ますます快記憶は明確なデータとして保持されて行く。一度経験された快記憶は

死ぬまでフラッシュバックし続けるのである。一度手を染めると二度と立ち直れないといわれるのは、このような

医学的根拠による。最近は、こうした薬物の危険性の情報は充分知られているといわれる。それでも根絶しないの

は何故か？ 

 もともと「薬物を体験したい」という気持ちから薬物に手を出す人は数少ない。 

ほとんどの人は、最初は何か分らず手を出す。その時に得られた快感、衝撃感が、再体験の 

欲求をもたらすのである。この初体験によくあるケースは、何人か集団で集まった時にみられ 

る仲間としての連鎖反応からの体験である。最初は自分が状況を察し、「羽目を外してはならない」と、拒否的で

あっても、周りにいる仲間がひとり、そしてひとり、またひとりと体験し、その不安から安堵と驚喜に変貌する仲

間の状態を目前にしていくことになる。そして、体験した仲間たちからの「お前もやってみろよ。すごく気持ちい

いぜ。できないのは臆病者だ。やらなかったら縁を切るぞ。」などと迫る言葉の怖さや仲間としての帰属意識から

つい体験してしまうのである。このような集団の中では法律に基づく規範は何ら意味を持たない。集団から生まれ

る帰属意識の方が優先されるのである。こうした心理構造は、学校でのいじめにみられるものと何ら変わらない。  

法律を破るより、仲間との連帯を破ることの方が辛く恐ろしいような環境におかれ、

川の流れのように自然と加害者側になっていく。数日前には薬物に手を出す人を奇異

な目で見ていた自分が、今では「おまえもやってみろよ」と仲間に薬物をすすめる 

ような立場に変わっていく。 

薬物依存とはこうした表裏一体な怖さを持っているのである。 
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７月になりました。いよいよ本格的な暑さが始まります。 

そして、終盤には定期試験も待っていますが、こころとからだの調子は大丈夫ですか？ 

 

 

 

 

といったこころのサインや、 

 

 

 

 

といったからだのサインまで 

積み重なった疲れが様々な形で現れやすい時期でもあります。 

そんなときは気分転換が一番！ 

まずは、「好きなことをしたり、安心できる人と話をしたり」してください。 

「すべき」ことではなく「したい」ことをするのが大切です★ 

そのほか、今すぐにでもできそうな気分転換方法をいくつか紹介します☆ 

★自分の部屋や持ち物の色を変えてみる 

カラーセラピーというものもあるくらい、人は色によって知らず知らずに影響されています。 

例えば、「心身のバランスを整える緑」、「癒しや鎮静作用のある青」、「エネルギーを与えてくれる赤」など 

今の自分に補いたいなと思う色を生活の中に足してみてはどうでしょうか？ 

★思い切って部屋のお掃除をする 

「散らかった部屋を見て自分でもイライラ」ということありませんか？ 

そんなときには整理整頓、掃除をしてみましょう。 

片づいたあとは、気分もスッキリ！ 

★いつもと違う道を通ってみたり、知らないお店に入ってみる 

見慣れた道、見慣れた場所・・・マンネリ化した毎日だと逆に疲れがたまることもありますよね。 

そういうときには、例えば、登下校時にいつもとは違うルートで帰ってみたりというのも、新たな発見につな 

がるかもしませんよ♪ 

★お風呂にはいる 

下宿を初めてシャワーだけになったという人も少なくないと思います。たまにはお風呂に 

ゆっくりつかること 

も、気分の切り替えにはもってこいです。家で難しければ銭湯もオススメ☆ 

★からだを動かす 

運動するのが難しければ、簡単なストレッチ（例：肩の上げ下げ、クビ回し）だけでも 

効果はあります。 

いつもはバスや自転車でいく場所も、あえて「徒歩」という選択もありですね。 

うまく気分転換を取り入れながら、忙しい日々を乗り切りましょう。 

夏休みまであともうひと踏ん張り！ 

やる気がでないなあ・・ 

ちょっとしたことでイライラしたり 

落ち込むなあ・・ 

頭痛 

体がだるい 

不眠または過眠 

食欲不振 


